
 



 

第３４回 全国夜間保育園経験交流研修会 東京大会 開催要綱  
 

１．テーマ 『 求められる、みんなが利用できる保育所に 』 

 

２．目 的 

夜も昼と同じ位いろいろな仕事がある。私たちの生活に必要な仕事をしてくれる人たちがいて、そ

の家庭の子育てを支える夜間保育所。仕事と子育ての両立が出来れば、親は安心して 2 人目、3 人

目を産む。 

全国で約 39,000 か所ある認可保育施設は、ほとんどが午後 7 時前後に閉まってしまう。共働き

家庭が増える中、午後 5 時から 6 時位までの就業でなければ利用できない。多様な働き方や職業に

対応し、みんなが利用できる保育園にならないといけない。 

もっと保育園が利用者に合わせて延長・夜間保育までやれば、働きながら子育てをしている家庭は

どれほど助かるか。若い夫婦が 2 人目を産んでも、安心して働き続けられる社会に少子化は起こら

ない。 

ではなぜ、延長・夜間保育までやろうという認可保育施設が増えないのか。基本時間である 11 時

間開所であれば、11 時間分の運営費補助が出ているが、たとえば 16 時間開所をした場合、16 時

間分の運営費補助が出ないからである。基本時間以外は加算扱いで、開所時間に比例した補助体制が

ないため、長くやればやるほど経営を圧迫されるからである。認可の夜間保育所にいたっては、全国

で 73 か所。73／39,000 である。 

厚生労働省が発表した 2022 年の合計特殊出生率は、1．26 人。人口を維持するための出生率

は、2．07 人。人口維持を目標にするのであれば、大胆な改革が必要である。大胆な改革は、すべ

ての働く親が、働きながらでも無理なく 2 人目が産めるようにすること。さらば昭和の保育所と言

えるだけの実行が必要である。コンビニの名前ではないが、朝 7 時から夜 11 時くらいまで開所で

きれば、どれだけ働きながら子育てをしている家庭の助けになれることか。 

病院と同じように、いつでも、誰でも、すぐに、利用できるようにならないといけない。なぜか肝

心な所が手付かずである。 

保育所等に求められるニーズは、変わりつつある。保育施設の運営費等を開所時間に連動させなけ

れば、改革は始まらない。昭和の保育所は変わらない。 

普段はなかなか会えない全国の多くの仲間と集い、夜間保育所が求められるもの、みんなが利用で

きる保育施設とは何か、共に学び語り合うために本大会を開催いたします。 
 

３．期 日  令和６年７月１４日（日）、１５日（月・祝） 

 

４．会 場  アートホテル日暮里ラングウッド（東京都荒川区東日暮里 5-50-5） 

 

５．主 催  全国夜間保育園連盟 

 

６．後 援  ・こども家庭庁・東京都・新宿区・荒川区・全国保育協議会・日本保育協会 

(依頼中) ・全国私立保育連盟・全国保育士会・全国社会福祉法人経営者協議会 

・東京都民間保育協会・新宿区私立保育園連合会 
 

７．参加者  ・理事長・法人役員・園長・教頭・主任保育士・主幹保育教諭・保育士・保育教諭・看護師 

・栄養士・調理員等園職員・行政関係者・研究者・学識者・夜間保育関係者 

・夜間保育に関心がある方・養成校の関係者及び学生 



 

８．日 程  

７月１４日（日） ７月１５日（月・祝） 

 

 

１２：００ 

１３：００ 

１３：４５ 

１４：４５ 

１５：００ 

１７：００ 

１８：００ 

２０：００ 

 

 

受付開始 

開会式・表彰式 

行政説明（依頼中） 

休 憩 

講演会 

終 了 （ホテルチェックイン） 

交流セミナー 

終 了 

 

９：００ 

 

１２：３０ 

１２：４０ 

１３：００ 

（チェックアウトを済ませてください） 

分科会 

 

分科会終了 

分科会報告・閉会式 

終 了 

 

９．研修内容 

第１日目 ７月１４日（日） １３：００～２０：００  （交流セミナー１８：００～２０：００） 

開  会  式 

表 彰 式 

１３：0０～１３：４０    

開会式 

会長挨拶 

来賓祝辞 

表彰式    

行 政 説 明 
１３：４５～１４：４５ 

こども家庭庁 成育局 保育政策課 課長 本後 健 氏（依頼中） 

休 憩 １４：４５～１５：００ 

講 演 会 

１５：００～１７：００ 

映画『さらば昭和の保育所』 

吉田 弘 道 氏 （専修大学名誉教授・公認心理士・臨床心理士） 

中尾 正一郎 氏 （日本循環器学会専門医・日本内科学会認定内科医） 

片野 仁 志 氏 （監督・エイビイシイ保育園理事長） 

交流セミナー 

１８：００～２０：００ 

交流会挨拶 

交  流 

 



第２日目 ７月１５日（月・祝） ９：００～１３：００ 

分 科 会 ９：００～１２：３０  

分 
 

 
 

 

科 
 

 
 

 

会 

 対象者 テーマ 発題者 助言者 司会・記録 

１ 
理事長・園長 

運営担当者等 

『求められる 

保 育 施 設 に 』 
グ ル ー プ ワ ー ク 

顧問 

櫻 井  慶 一 

安 梅  勅 江 

司会・記録 

エイビイシイ保育園 

２ 
保育士・ 

保育教諭等 

療育関係 

『チーム連携による

子ども理解』 

～個を見つめる療育～ 

第 2 ど ろ ん こ 

夜 間 保 育 園 

吉 田  弘 道 

（専修大学名誉教授・ 

公認心理士・臨床心理士) 

司会・記録 

さわらびドリーム 

こ ど も 園 

３ 
保育士・ 

保育教諭等 

夜間保育関係 

『児童養護事業』への

取り組みと夜間保育の

存 続 を 目 指 し て 

さ わ ら び ド リ ー ム 

こ ど も 園 

長 津  詩 織 

（名寄市立大学社会

保 育 学 科 講 師 ） 

司会・記録 

エイビイシイ保育園 

４ 

調理師・栄養士 

保育士・ 

保育教諭等 

『子どもの気持ちに

寄 り 添 う 食 育 』 

エ イ ビ イ シ イ 

保 育 園 

小 池  澄 子 

（管理栄養士） 

司会・記録 

キッズタウンうきま 

夜 間 保 育 園 

 

閉 会 式 

１２：４０～１３：００ 

分科会報告 各分科会司会者 

閉 会 挨 拶 全国夜間保育園連盟 副会長 宮﨑 勝宣 

開催地謝意 エイビイシイ保育園 理事長 片野 仁志 

 

１０．大会参加費 

（１）参加費        ８，０００円 （学生減免価格１，０００円） 

（２）交流セミナー参加費  ９，０００円 

 

１1．大会参加申し込みについて  

  ★下記の URL をクリックしてすべての参加申し込みをお願いします。 

 

   第３４回全国夜間保育園経験交流研修会東京大会 参加登録専用サイト 

   URL http://www.mwt-mice.com/events/34nightchildcare 

 

１２．宿泊ホテルの申し込み【別紙のホテルは連盟会員・賛助会員のみの申し込み価格です（税込）】 

★上記 11.大会申込 URL にてお申し込みください。 

【申し込み締め切り】５月２７日（月） 

 

＜お問い合わせ先＞ 名鉄観光 MICE センター 

〒100-0013 東京都千代田区霞が関 3-3-2（新霞が関ビル内）TEL：03-3595-1121/FAX：03-3595-1119 

（受付時間／平日 10:00～17:00 ＊土・日・祝日は休業） 



会場へのアクセス 

 

電車 

●JR 日暮里駅南改札口より徒歩約３分 

●京成線日暮里駅より徒歩約３分 

●日暮里・舎人ライナー日暮里駅より徒歩３分 

 

 時 間 内 容 会 場（部屋） 

第

１

日

目 

１３：００～１３：４０ 開会式・表彰式 ２階 「 飛翔の間 」 

１３：４５～１４：４５ 行政説明 〃 

１５：００～１７：００ 講 演 会 〃 

１８：００～２０：００ 交流セミナー ２階 「 鳳凰の間 」 

第
２
日
目 

９：００～１２：３０ 

第１分科会 ２階「朱鷺の間」 

第２分科会 ５階 「ルーチェ」 

第３分科会 ２階「白鳥の間」 

第４分科会 ６階 「エテルノ」 

１２：４０～１３：００ 分科会報告・閉会式 ２階 「 飛翔の間 」 

 ★事務局・来賓の方の控室は、（２階ばら）です。 

◆ 大会事務局：内容などにつきましては、下記にお問い合わせください。 

連 盟 事 務 局：社会福祉法人蓮華園 島地シティ夜間保育園 桑原静香（0956-23-0030）info@zenyahoren.jp 

開催地事務局：社会福祉法人杉の子会 エイビイシイ保育園 片野仁志（03-3232-9633） 

 

１３．会場までのアクセス 

   アートホテル日暮里：〒116-0014 東京都荒川区東日暮里 5-50-5 ℡03-3803-1234(代表) 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４．その他 

   当日体調のすぐれない方の来場はお控えください。また事故防止のため会場にて避難経路をご案内いたします。 

 

 

 

 

 

〒857-0879 長崎県佐世保市島地町５番１０号 

島地
しまんじ

シティ夜間保育園内 全国夜間保育園連盟事務局 桑原 静香 

TEL：0956-23-0030／FAX：0956-23-3303 

E-mail：info@zenyahoren.jp 

※ ご確認・お問い合わせなどにつきましては、下記事務局担当者までご連絡下さい。 



宿泊プランのご案内  設定日：令和 6 年 7 月 13 日（土）【前日泊】 ・ 14 日（日）【当日泊】 
行

程 

ご自宅または前泊地 ----- （各自） ----- ホテル（泊） 食事：× 

ホテル ----- （各自） -----ご自宅または後泊地 食事：朝 

 

宿泊施設名 
部屋 

タイプ 

旅行代金（宿泊代金） 
アクセス 

7/13（土） 7/14（日） 

アートホテル日暮里 

ラングウッド 

シングル 20,000 円 20,000 円 

会場ホテル 

 

日暮里駅徒歩約 3 分 

ツイン 18,000 円 18,000 円 

ツイン 

シングル

ユース 

37,000 円 37,000 円 

ヴィアイン秋葉原 シングル 19,000 円 17,000 円 
日暮里駅から秋葉原駅まで JR 山手線約 8 分 

JR 秋葉原駅中央出口から徒歩約 4 分 

R&B ホテル大塚駅北口 シングル 13,500 円 13,500 円 
日暮里駅から大塚駅まで JR 山手線約 10 分 

JR 大塚駅北口から徒歩約 1 分 

 

・名鉄観光サービス㈱が企画実施する国内募集型企画旅行となります。最少催行人員 1 名、添乗員は同行いたしません。 

・旅行代金（宿泊代金）は朝食、諸税、サービス料を含んだおひとり様 1 泊あたりの金額です。 

・部屋タイプ「ツイン」の旅行代金（宿泊代金）は 1 室 2 名利用の場合のおひとり様あたりの金額、「ツインシングルユース」の旅行代金 

（宿泊代金）は、通常 1 室 2 名様利用のお部屋を 1 室 1 名様で利用する場合の金額です。 

・お部屋数に限りがございますので先着順での受付とさせていただきます。 

・喫煙・禁煙はご希望として承ります。部屋数の関係でご希望に添えない場合がございますので、予めご了承ください。 

  

お申し込み後の流れについて 
・お申込締切日前でも、定員になり次第参加・宿泊ともに締め切りとなります。ご了承ください。 

・参加費・旅行代金（宿泊代金）等のお支払いについては、6 月 14 日（金）頃を目途に「振込のご案内メール」を送信します 

ので、期日までにお振込みください。 
  ※振込期日は、7 月 1 日（月）を予定しております。詳細は参加費等「振込のご案内メール」をご確認ください。 

なお、お振込手数料はお客様のご負担にてお願い申し上げます。 

※参加申込み完了後、24 時間以内に申込完了メールが届かない場合は、名鉄観光サービス㈱MICE センターまで必ずご連絡ください。 

※お使いのパソコン等でセキュリティのためメールの受信拒否設定をされている方は、@mwt.co.jp ドメインからのメールが受信できるよう設定してください。 

・入金確認後、開催の 1 週間前を目途にメールにて最終のご案内を送信いたします。 

 内容をご確認のうえ、お申込者ご自身で参加券等をダウンロードして、大会当日会場受付にご提出ください。 

 

.参加取消等について 
 

・大会参加費は、ご入金後のキャンセルによる返金はいたしかねます。不参加の場合は資料の送付をもって対応いたします。 

また、交流セミナー・宿泊プランのキャンセルは、下記記載の所定の取消料をいただきます。 

取消日 20～8 日前 7～2 日前 前日 当日 無連絡及び不参加 

交流セミナー 令和 6 年 7 月 3 日（水）までは無料。令和 6 年 7 月 4 日（木）以降は 100% 

宿泊プラン 20％ 30％ 40％ 50％ 100％ 

※受付時間外の変更・取消のご連絡は、翌営業日の受付扱いとなります。ご了承ください。 

 

旅行条件（募集型企画旅行契約） 
 

本大会にてご案内する宿泊プランは名鉄観光サービス株式会社（以下当社といいます）が企画実施する旅行であり、宿泊をお申込みされる方は当社と

募集型企画旅行契約を締結することになります。契約の内容・条件およびその他詳細につきましては、当社店頭または名鉄観光ホームページ

「http://www.mwt.co.jp/info/joken_jpn.pdf」にてご確認のうえお申込みください。 

この書面は、旅行業法第 12 条の 4 に定める旅行取引条件説明書面及び同法第 12 条の 5 に定める契約書面の一部になります。詳しい取引条件を

説明した書面をお渡ししますので、事前にご確認の上、お申し込みください。 

個人情報の取り扱いについては「ご旅行条件書」にてご確認ください。旅行条件、旅行代金は令和 6 年 4 月 1 日現在を基準としております。 

 

お申込み・お問合せ先（旅行企画・実施） 

名鉄観光サービス㈱ ＭＩＣＥセンター  

〒100-0013 東京都千代田区霞が関 3-3-2 新霞が関ビルＬＢ階 

電話 03-3595-1121 ＦＡＸ 03-3595-1119  受付時間 平日 10:00～17:00 土日祝日休業 
観光庁長官登録旅行業第 55 号 日本旅行業協会正会員 ボンド保証会員 旅行業公正取引協議会会員 総合旅行業務取扱管理者 田中 広伸 

旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を取扱う営業所での取引の責任者です。このご旅行の契約に関し、担当者からの説明にご不明の点が 

ございましたら、ご遠慮なく上記の旅行業務取扱管理者にお尋ねください。                                 営推 24-009 
 


